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トポロジカル絶縁体は現代物性物理学における中心的なテーマの一つであり、トポロジカル

に非自明なバルクバンド構造とスピンと運動量が結合した（スピン-運動量ロッキング）ギャッ

プレスの表面状態を示す。近年、トポロジカル絶縁体の表面状態と磁性体を接合させた複合系、

磁性的トポロジカル絶縁体の研究が盛んに行われており、この系では交換相互作用を通じた

個々の系には見られない豊富で新奇な電磁現象が発現することが期待される。	

	 本研究では磁性的トポロジカル絶縁体表面における強磁性共鳴とそれに付随するマグノンに	

ついての解析を行う。磁化容易軸が表面に対して垂直でありかつトポロジカル絶縁体の表面	

状態が量子異常ホール状態にある時、外電磁場を加えるとトポロジカル絶縁体の表面状態	

を磁場よりも電場と強く結合させることができる。この時、上の表面と下の表面の間で非対称	

な磁気的構造を作ることで電場によって強磁性共鳴を引き起こすことができる。これは電場を	

用いて誘起されたマグノン即ちエレクトロマグノンが生じていることを示唆し、磁性的トポロ	

ジカル絶縁体の表面がマルチフェロイクな機能性を有することを反映している	[1]。	 	
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